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障害児を育てる母親の視点の深化の過程に関する一考察

一重症心身障害児を育てる母親の事例 と神話や伝承に

見られる童児神のモチーフをもとに一

石 川 友 香

【要 旨】

人には両極的な二つの側面があるということ、そのことに気付 くということはある意味でとても難しいことであ

るが、それ故に重要なことである。本研究においては、それに気付いていく一連の過程を 「(ある事象に対する)

視点の深化の過程」 と捉えて、」.ヒルマンが論じている 「見抜 く(seeing血Dugh)」 過程をもとに想定した。そして

障害児を育てる母親に面接調査を行い、障害児を育てることを通じて生 じてきた彼女たちの視点の深化の過程を具

体的に示すとともに、その過程に関して深層心理学的な観点から考察 した。また、今回の調査対象であった母親の

視点の深化の過程を推 し進めることにもなった障害を持った子 どもにも目を向け、障害を持った子どもとは本質的

にはどのような要素を有 した存在であるのかということについて 「神話的モチーフ」という概念を通じて考察を試

みた。特にギリシャ神話における牧神バーンと日本神話 ・伝承 におけるヒルコとえびす神をとりあげることによっ

て、それらの童児神が有 していると思われる要素について論 じ、その要素は母親が障害を持った子どもや母親自身

に関 して抱 く両極的なイメージと関係があるのではないかと考えた。

1.は じめに

障害児 を育てる母親についての研究は、様々な角度か ら行われている。それ らの研究はお よそ 「母親が

必要 とす る支援に関する研究」、「母親のス トレスに関する研究」、「母親の養育態度に関する研究」、「心理

的適応過程に関する研究」に大別で きる。そ して、その研究方法 も質問紙法 による調査、面接調査 などの

方法で行われている。

しか しなが ら、それらの研究では 「障害児 を育てる母親」 をむ しろ 「特別な問題 を抱えている母親」 と

して扱 っているものが多 く、彼女たちが子 どもを育てることを通 じて経験 したことは、本質的にはその他

の母親、 さらには一般の人の経験の中で も生 じ得ることであるとい う見解のもとに論 じられているもので

はないように思える。確かに障害 を持 った子 どもを育てるがゆえに、特別な経験 をした り問題を抱えてい

るのは事実であろう。 しか しながら、彼女たちはそれらの様々な経験 を通 して、私たちよりも自分 自身の

あ り方、考え方を見つめ ることに直面 しやすい状況に置かれているとも考えられる。おそ らくこの ような

状況に置いて障害を持つ子 どもを育てる母親は様々なことを考えるのであろうと思われる。そこで今 回の

研究では、障害を持った子 どもを生んだ ことや育てることを通 じて、母親がそれまで とは違 った視点か ら

も事象 を眺めることになり自分の心の中に両極的 な二 つの考えを抱いてい く過程 を 「視点の深化の過程」

として捉 え、それ をJ.ヒルマ ンが表現 している 「見抜 く(seeingthrough)」 という過程(1997)を もとに

見ていこうと思 う。

2.視点の深化の過程

(1)J.ヒ ル マ ン の 「見 抜 く(seeingthrough)」 過 程 に つ い て

J。ヒ ル マ ン は 「見 抜 く(seeingthrough)」 と い う語 の 定 義 を
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見抜 くことは、脱字義化する過程であ り、観念 を手段 として事物の

核心 にある想像界的 なもの を探求することである(」.Hillman訳 書1997、265貢)

と示 している。つ まり、「見抜 く」 とい うことは目の前 に現れている物事や問題を 「その まま」受け取る

のではな く、何 らかの(そ の時のその人 なりの)様 式で考 え、眺めた りすることを くり返す ことによって、

さらに深い意味へ と 「内的 に探求」することだとい うのである。そ してJ.ヒ ルマ ン はこの 「見抜 く」 と

い う過程 を一連の四段階 にまとめている。

①心理学的契機(psychologicalmoment)が あ る段階

心理学的契機(psychologicalmoment)と は 「すなわち反省 とか驚 きとか困惑 といった契機(moment)」

(J.Hlllman訳 書1997、272貢)の ことである と示 されている。つまり、私 たちが今 まで とは違った視

点か らある事象 を眺めるようになる時 には、反省、驚 き、困惑 といったような感覚を経験する とい うこ

とであ る。そ して この後、 このような感覚が生 じてきた理由を示そうとあれ これと考 え始めることによ

って次の段階に入ってい くのである。

②心理学化が 自らを正当化する(justi∬esitself)段 階

反省、驚 き、困惑 といった ような感覚を体験 した後、「あれはどうい う意味 だったのだろ う」 とか

「他 にどんなことが起 こっているのか」 というような疑惑や洞察などが徐々に、または突然 に生 じて く

る。そ して、その疑惑や洞察を明 らか にしようとあれこれ と考 えた結果、見えてきたものが所与の事柄

よりも現実的あ るいは真実ではないか と信 じるようになることを示 している。

③今 ここにある問題、目の前の現象に物語(naπative)が 与 え られる段階

ここで述べ られてい る 「物語(namtive)」 とは、いわゆる分析的な説明や統辞論的説明とは違い、そ

の人の空想 を含 んだお話 とい うことを示 している。それ故 に、ある事象 を通 じて見えてきたものがお話

として語 られるとい うことは、その語 られた 「お話」が字義的な意味での 「お話」に留 まらず、いわば

特定の 「生 きた経験」 に作 り上げられて語 られるというこ とである。そして、お話が語 られ、経験 とな

ってい くことを通 じて、その人においてのある事象の認知 は転位 し、変容 し、時にはそれ らは新たに創

作 されたりもするのである。 また、 この ことはその人の 「経験」 となるので、お話が語 られた後、その

人は今 までとは異なった経験 を持った人に変化 している。

ここで 」.ヒルマン は、第二、第三段階が生 じたからといって 「実際 に起こっている ものをよりよく、

あるいはより確実 に知ったわけではない」(J.Hillman訳 書1997、276貢)と 警鐘 している。あ くまでも

これ らの段階は、ある事象 を字義的で客観的に捉える状態から脱 して、その奥 にある意味 を考え、見 え

てきたものを信 じて個人の経験 としてい くことに過ぎないのである。

④見抜 く(seeingthrough)た め の道具 として観念 をもちいる段 階

第一、第二、第三段階を通 じてその人に見えてきたものはどのようなものであったのか、 ということ

観念を用いて説明 しようと試みることを示 している。そ してこのような試みをした結果、事象を見抜 く

(seeingthrough)こ とに至 るということである。

これらの段階について、J。ヒルマ ン は 「見抜 くことが四つの 『段階』全てを必要 としてお り、この四

段階が 同時に進行することもあ りうる」(」.Hillman訳 書1997、274貢)と 述べており、「見抜 く」ため

にはどれも欠かせないことを強調 している。 この ような 」。ヒルマ ン の 「見抜 く」 ことの過程 は、 しか

しなが ら実際には様 々なレベルがあるとも考え られている。おそらく先述の 「見抜 く」過程 において、

J.ヒルマ ン は主に出来事 ・日常 を壊 してい くような病的な(pathological)形 で の体験を通 じて生 じると

いう、かな り深 いレベルでの過程 を想定 しているように思われる。

(2)重症 心身障害 を持 つ子 ども を育 てる母 親の視点 の深化 につ いての仮説

以上のようなJ.ヒルマン の 「見抜 く(seeingthrough)過 程 」を もとに、重症心 身障害を持つ子 どもを育

て る母親に生 じて くるであろ うと思 われる 「視点の深化の過程」 を想定 してみた。
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1考 え方が変わるようなある出来事が生じる

まず、今まで抱いていた考えと異なった考えが生じてくるためには、そのきっかけとなる出来事の存

在が不可欠である。そこで、 まず最初 の段階として、母親がそれまで抱いていた考 え方 とは異なった考

えが後 に生 じて くるきっかけとなる出来事 を示す こととした。

Hそ の出来事が きっかけ となって以前 とは違 う考 えが生 じて くる

前段階の 「1」 であげ られた出来事 を通 じて、母親に生 じて きた考 えを示す こととした。また、 この

段階で示 される考 えは、それ までの もの とおよそ対極的 な考 えであ り、 これまで抱いていた考え よりも

正 しいのではないか と母親が感 じる ような考えである。

皿 以前 とは違 う考 えが さらに発展する

母親が 「H」 で生 じて きた考えを抱 き続ける中で、 さらにその考えが発展 してゆき、母親 自身のその

後の生活 によ り密着 した もの になっている考えを示す こととした。

IVIが 生 じる以前の考え とそれとは違 う考 えの両方が併存する

1が 生 じる以前の考 えと皿で生 じて きた考 えは、両極的なものであろうと想定 される。そ して、 この

段階では、これ ら両極的な考 えが同時 に併存 している状態 を示すこ ととした。

この ような四段階を想定 してみたのであるが、実際 にはどのような様子で現 れているのであろうか。本

研究では、重症心身障害を持つ子 どもを産 んだこと、 またはその子 どもとの生活 を通 じて、母親が どの よ

うなことを考えて、そ してその結果、母親が 自分 自身やその子 ども、周囲の世界 をどの ような視点から見

ることになったのか、 とい うことを中心に面接調査す ることによって、個々の視点の深化 の過程 を見てい

くこととした。

3.視 点の深化についての調査

(1)調査 の概要

今回の調査は、重症心 身障害児 を育てている母親6名 を対象に平成11年6月 ～9月 にかけて行 われた。調

査方法 としては半構造化面接法でインタビューを行 い、重症心身障害 を持 った子 どもが生まれた時から今

までにどのような出来事があったか、その間に母親が どのようなことを考 えたのか、 またはどのように考

えが変わっていったのか、 とい うことを中心にか なり自由にお話 していただ く方針 をとった。その中で

「それまでは～ と思 っていたのに、それか らは… と思 うようになった」 とい う話が出て きた ときに、その

考えの内容、その変化が生 じた時期、 きっかけなどについて詳 しく聞 くことにした。また、現在は どの よ

うな考 えを抱いて生活を送っているのかとい うことも聞 くことにした。

(2)分析 の概要

調査 において録音 されたインタビューの内容 を全て書 き起 こし、それを通読することで母親 によって語

られた内容 の全体像を把握 し、 さらにその理解 を深めることに努めた。 また、言葉 として表された内容以

外のサイン(イ ンタビュー中における話す早 さ、声の トー ン等)も 記録 してお き、何 らかの心的なものを

表現 している情報 として重視 し、考察の際 に参考 にした。

インタビューの内容 は、J.ヒ ルマ ン の 「見抜 く過程(seeingthrough)」 を参考に して筆者が想定 した重

症心身障害児 を育てる母親 の視点の深化の過程 「1、H、 皿、IV」 の 四段 階を もとにして分析 された。分

析方法としては、書 き起 こされたインタビューの中で 「それまでは～ と思 っていたのに、それからは… と

思 うようになった」 とい う内容 に注 目 し、その変化が生 じるきっかけ となった事象(1)、 その事象が生

じる以前の考え(1以 前の考 え)、 その事象が生 じた後の考え(H)を まず抽出 した。その後、事象が生

じた後の考えを抱 きなが ら生活 していった結果、その考 えがどのように発展 していったのか、 ということ

が話 されている内容(皿)を 抽出 し、 さらに現在において抱いて も皿で抽出 された考 えと1以 前の考え と

の両方の考えが存在 しているとい う内容(IV)を 抽 出した。その後、改めて抽 出された内容がそれぞれ1
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～IV段 階に相当す るのか検討 した。

↓事例

面接調査の対象 となった母親 は6名 であ り、その中で筆者が前項 で想定 した重症心身障害児 を育てる母

親の視点の深化の過程 の 「1、H、 皿、IV」 の 四段階の過程 を示 しているのが4名 であった。また、「1、

H、 皿」 まで示 されて 「IV」はまだ示されていないという、いわば三段階で とどまっている と思われるの

が銘 、「1、H」 まで示 されているものの、その後の様々な経験 を通 じて、それまで抱 いていた考え と対

極的な考えを自分の もの として抱 くことは最終的 には出来 ないと語 っているのが1名 であった。

本論文 においては 「1、H、 皿、IV」 の 四段階の過程 を示 している もの と、三段階まで示 されているも

のに焦点 を当てて論 じてい きたい と思 う。その為、本項では全事例の中か ら特に四段階の過程の特徴を示

していると思われた2名 と三段 階までの過程の特徴を示 していると思 われた1名 の内容を呈示 し、その内容

を検討 していこうと思う。以下においては、面接調査で話 された全内容の中から、特に 「母親の視点の深

化 の過程」を示 していると思 われる箇所 を抜粋 して示す(家 族構成、年齢等 はイ ンタビュー当時のもので

ある)。

(1)事例1:Aさ ん

①家族構成

夫…27歳Aさ ん…31歳(元 教師)長 男a(本 児)…1歳6ヶ 月

②母親の視点が深化 してい く様子

侮を産 む前は、学校 でも職揚 で も障 害を持つ入 に関 して可哀想 なことはないっで口 では言っていた

ん ですよ。 でる口では言 うわ クになん で可哀想 っで言ったらあかんのやろうって、やっぱ ク可哀想 やん

かっで。なん とな ぐは分 かっててんけど、 はっきクそうとは想 えなかったけど。…それが、 可哀想 やと

思 ったら、 この子の入生 は可哀,想になるけど、それはそれで楽 しい入生 が待 っでいるか も知れないと想

うと陸害 を持 っている入に可哀想 と言うのは失礼やなあと想 ってみた ク。 …〈 きっかけは>f学 校 ∬っ

て言う映画 を見 て本入が幸せだった らええ、幸せ なん ちゃうかって言 うのを溺いた ク。 θ司じ頃にニュ

ース番超で障害児の特葉 を見 てク手足のないことが可哀想 で も不幸で もなん でもな いやんってことをあ

の時、 フッと想 って。たぶんあの時期はそ う言 うことに敏感だった と想 うんですよ。…やっぱ り毎 日毎

日生 活をしている中でね。 まあ、大変やけどaを 産んでよかったと想 っている ことろにその話が入って

いたから、ス ッと合点が行 ぐって感 じですか…やっぱ ク考えてみた ら、 可哀,想だと想 うのは私の尺度 で

あって…私 の幸せ観 というのは私の経験の基の幸せ観であって、それは誰にでもあ てぱまることではな

いって…勉の子の庇長 を素:直に喜べるようκな クたんで、この子はこの子で成長 しでいるんやんか って

やっと想 えるようになってんけど、それで も、 もし、 るしぱ入生 にはないってよ ぐ言うねんけど、もし、

こんなんやなかった ら、今 頃こんなんか って、憩 った クする し。それぼ ど、者;ほど、悲 しんではいない

けど、どっかにはずっとあ ると想 う。やっぱ ク 漏 しノ って言 うのはあ りますねノ。

Aさ んは以前 は障害を持っている人に対 して 「可哀想だ」という感情 をどうして も抱いて しまっており、

自分の子 どもに対 して も最初 はそのような感情 を抱いていた様子 だが、障害者の生活をテーマにした映画

やニュースを見ること(1)に よって、本人が幸せだ と感 じていれば幸せなのではないか、障害を持って

いるという理由だけでその人が不幸であるということになるわけではない、とい うことを感 じている(H)。

そ してこの考 えが基になって、 自分の幸せ観 は誰にで も当てはまるものではなく、障害 を持 つ人に対 して

可哀想 だと思 うのはあ くまで も自分の尺度からの思いであるため、失礼 なことだ と思 うようになっている

(皿)。 これ らの考えは、以前Aさ んが抱 いていた感情 とは正反対に近い ものがあ るのだが、 だか らと言 っ

て以前 の悲 しみの感情が全 くなくなったわけではな く、やは り時折感 じて しまうものである と語っている
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(IV)。

(2)事例21Bさ ん

①家族構成

夫…48歳Bさ ん…39歳 長女b(本 児)…15歳 次 女…12歳 長男…8歳

②母親の視点が深化 してい く様子

1初 め ての子で不安だ し、主入は会社に行 っちゃった し。 すごいね、泣 き方が すごいんですよ。…だ

から、 自分 の神経は多分おか しぐなってて。疲れ てて。…不安で したよね、一入 で児 ていで、誰 も周 り

にいないわけだから。…定期検診行 ぐのも、辛いんですよね。周 クに元気 な子がいて、ノ、イノ、イ した ク

とか、お座 クした クとか。 それが できないで、ただ月ているだけだか ら。すごい辛かったん でナね。 …

手は生 まれた ときか ら爾かないで握った状態だったんですね。段々 リノ、どりやっているうちに手が朋 い

てきて ぐれて。手が使えるようになってきたんで。 ビスケ ット、柔 らかいものだ ったら、自分 で も持 っ

て食べ られるようになったん で。ニコニコ表情 も出できで。…ぞ ういう成長ぱ嬉 しかったですね。…そ

のひとつひとつの小 さいことが親 にとっですごぐ嬉 しい。そんなの当た ク前 じゃないって、他の健常児

のお母 さんは言うけれ ども、 ひとつひとつが嬉 しかった ですねノ。樋 園に行 って、いろんなお母 さん と

知 り合え ていろんなお子 さん と知 ク合え ですごい私 にとってはプラス。 ひとつの財産 で言 うん じゃない

けど、友達が増え て、周 りから親 切にされ で、bも 親切 にされ て、可愛がってもらえ で。すごいね、幸

せ。確 かに大変ぱ大変だ ったけ ど、私 にとってはすごい.良かったノ。r十 入十色 で、全 ぐ違 うわけだ し。

…いろんな入に対 する想 いや クっていラのを教 えて ぐれたのぱ
、bで す。bみ た いな子 をもって、幸せ。

私は自分 も親 として成長 できた し、入 にも親切にできるようになった し、痛み も分 かるようになったか

らノ。r皆 さんぱ会 うとr可 哀想 ですねノ って。…ねえ、何が可哀想?確 かに病気 は持 っている、障害を

持 っているのぱ大変。 でも、親が ちゃん とやっであげていて… わは頭 の中でどう思 っでいるのかぱ:分か

らない。 で も、何 哀想 ねノ って何 もしで ぐれないのにただ ダ可哀想ねノ ってい う一言だけで。そ うい

う前に、言葉 に出 さな ぐても良いか ら困 った入を助 けるとか、何か してあげて欲 しいなって想 いますね。

f可哀想 ねノ って言われると、グ ッと落 ち込 む。そ うかなあって。…で も、親 もやっぱ ク可哀想に想 う。

さっき、 可哀,想ねっで言ってた入が いるって言ったけ どやっぱ ク親 も不燭に思 う部分があるか ら。…だ

けどもrぐ きょ うだいの中で♪誰が 可愛 いの?ノ って摺かれ て ダみんな可愛 いわよノ って言 うけど、本

当 はbが 一番 可愛 い、やっぱ ク手の掛かる子、 ちょっと特創 な9で 児 ちゃうかな、 やっぱ ク可愛 いノ。

bち ゃんはBさ んにとって初めての子 どもであったこともあって、育児 に不安を抱 き、落ち込んだ りし

て殻に閉 じこもっているような状態であった。また、外 に出ると健常な子 どもとの発達の差 を思い知 らさ

れて辛い思いをした り、子 どもがとても可哀想に感 じていた。 しか し、 ゆっ くりではあるがリハビリを通

じて発達 して きたこと、母子通園等 を通 じて多 くの親切 な人 と出会 うことによって(1)、 子 どもが障害

を持っている とい うことは辛 く可哀想な ことばか りではない ことを感 じるようになる(H)。 また、この

ような気付 き、出会いを通 じてBさ ん 自身 も他人に親切 にしてあげられるようになった と感 じてお り、 こ

れ らの ことを もた らせて くれたbち ゃんに感謝 の気持 ちを抱いている(皿)と い うことも語 られている。

確 かに、bち ゃん について以前 と同 じように可哀想に も思 うが、 きょうだいの中では一番可愛い子 どもだ

と感 じてお り(IV)、 両極的な考えを抱 えていることが述べ られている。

(3)事例3:Cさ ん

①家族構成

夫…41歳Cさ ん…42歳(元 会社員)長 女…13歳(中1)次 女c(本 児)…9歳(小4)

②母親の視点が深化していく様子
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r自,然の摂理で流産 になったら、 しゃあないなあって思 っでいた ところがあったんですよ。…自然淘

汰ですよね。だけど今の医学のお陰 でこの子は生 きてい,る。島然 に任せ でいればこの子はすでに存在 し

ていないんですよ。 だか ら自然淘汰に任せでっで言ラのぱ、 るのすごぐ強者の言葉 であ ってそ～乙に逆 ろ

うても生 きた い命 って沢山沢∠々 あ るか ら、自然陶汰って言葉は絶対Lに使わな ぐなったんですよ。私 もね、

驕 ってて…今 までは体力 もあ った し、 どこに行 っでもサバイバルでは勝 ち残れるわっていう強い私だっ

たん ですが、あの自,然淘汰だけでぱいけないなってすご ぐ想 いましたノ

cち ゃんを産 む前 までは、Cさ んは世の中では強い ものが生 き残 って当然であ り、Cさ ん自身、 自力で強

く生 き抜 く自信 とい うものがあったのだが、妊娠 した双子の一人が体 内で死 んで しまった とい うこととも

う一人 も仮死状態で生 まれて きた(1)と い う事実に直面 して、医学の力があれば弱い子 も生 き残れる、

とい うことを強烈 に感 じることとなった(H)。 それからというもの、「自然淘汰 に任せて」という言葉は、

ものす ごく強者の驕った言葉であ り、それに逆 らってで も生 きたい命 はた くさんある とい うことを強 く思

うようになったと語っている(皿)。

義視点の深化についての考察

前貢においては、面接調査で得 られた内容 を1～IVの 段 階にまとめて各々の 「視点の深化」の様子を眺

めてみた。本貢では面接調査か ら得 られた各段階の様子 をもう少 し内面的な側面か ら眺めてい こうと思 う。

(1)1(「 考 え方 を変 え るよ うな ある出来事 が生 じる」段 階)と 皿の段 階(「 その出来事 が きっか け

となって以前 とは違 う考 えが生 じる」段階)に ついて

ある出来事が生 じ、それが きっかけ となって以前 とは違 う考え、すなわちそれまで抱 いていた考 えと対

極 的な もの となる考えが生 じて くるということについては、二つの見方があるように思われた。その うち

の一つは字義通 りの意味で、ある事象が生 じたことが きっかけとなって、それまで気付 くことなく心の内

部の奥深 くに存在 していた対極的な考 えに、母親が気付 くことになった とい うことである。これを明確 に

示 しているのは、Cさ んの過程であろ う。 これは外的な事象が心 の内部にある対極的な考えの存在 を気付

かせた、という過程 ともいえる。 しか しなが ら、今回の面接調査の中ではそれとはまた別であろうと思わ

れる遺程 もみ られた。それは、以前 とは違 う対極的な考えが母親の心の内部で発達 して きた時 に、その考

えを意識化するような外的な事象 をタイ ミングよく捉 えることによって、母親 はその考えの存在に気付 く

ことになった ということである。つまり、心の内部 にある対極的な考 えが タイ ミング良く外的な事象 を利

用 して母親の意識に昇ろうとする過程である。 この過程 には何 らかの 「内的な力」 と呼べ るような ものが

心の中にあるために生 じているといわれている。 しか し、 このような力の働 きはどのようにして生 じて く

るのか とい うことに関 しては、外 から与 えられた り、育てられるものではなくて、個人の心の中で育 って

い く力であ ると考え られているだけで、未だに明確 にはされていない。だが、少な くともその力が働 く

「時」があることは確認 されている。 このことについては、Aさ んの過程 において語 られている。

Aさ んは、以前は障害 を持っている人 に対 して可哀想 だという感情 を抱 いていたのだが、障害をテーマ

にした映画やニュースを見たことがきっかけとなって(1)、 「本人が幸せ だと感 じていれば幸せなのでは

ないか、障害を持っているからといってその人が不幸 だとい うのではない」 と思 うようになった(H)と

語 っている。そ してこのような考えを抱いた 「時」について、面接調査の中では 「たぶん、あの時期 はこ

うい うことに敏感だったと思うんです よ。 たぶん、 もっと早い時期にね、あれを見て もね、可哀想なのは

可哀想 だと思ったやろうしね。何 にも頭 に入ってこなかったやろうしね」 と述べている。

もちろん、外的な事象 と内的 な力は密接 に絡み合っているものであるため、 どちらが先行 しているとい

いがたい場合 もある。 しか し、いずれにせ よ外見的には 「ある出来事 をきっかけとして、ある考 えが生 じ

る」 ということが起 こってお り、生 じて きた考 えというのはそれまでと抱 いていた考 えとはお よそ対極的

な考えであることが多いようである。それゆえに、Hの 段階に至る とい うことはそれまで とは異なった視

点を得 ることともいえよう。



障害児を育てる母親の視点の深化の過程に関する一考察
一重症心身障害児を育てる母親の事例と神話や伝承に見られる童児神のモチーフをもとに一

295

ところで、それまで とは違 った視点から事象 を眺めることによって見えて きたものについて母親たち

は どの ように感 じていたのであろうか。今回の面接調査の中ではその大半が 「以前は～とい うように思

っていたんですけ ど、あの時(あ る事象が起 こったとき)… と思ったんです よ」 と自信 を持って語られ

ることが多かった ように筆者 には感 じられた。その様子 は、以前抱いていた考 えよりもある出来事 を通

じて見 えて きた考 えの方がよ り正 しいものだ と感 じているかの ようで もある。

(2)皿 の 段階(「 以 前 とは違 う考 えが さ らに発 展 する」段階)に つい て

i)皿 の段階に至る ということ 、

ある事象を見る視点は、今 まで とは違 った、いわば対極的な見方 を提供するだけにとどまらず さらに

深まってい くこともある。

Bさ んの過程か らは、以前 は障害 をもつ子 どもに対 して可哀想 に思っていたBさ んが、母子通 園等 を

通 じて多 くの親切 な人に出会 うことによって(1)、 子 どもが障害を持 っている ということが辛 く可哀

想 なことばか りではない というようなことを感 じ(H)、Bさ ん自身 も他人に親切 にしてあげ られる よ

うにな り、 これらのこ とをもたらせて くれたbち ゃんに感謝の気持 ちを抱いている(皿)と い う様子が

見 られる。その他 の母親の過程に も、以前 とは対極的な考えを抱 いて生活 を送 ることが母親に実際の生

活や人間関係の捉 え方に影響 を及ぼ した と感 じている様子が語 られている。

ところで、面接調査において 皿の段階か らIVの 段階に移行せずにmの 段階で安定 している内容、つ ま

り両極的な考 えを同時に心の中に持ち合 わせ ようとすることな く、以前 とは対極 的な考 えだけを抱 くこ

とによって、安定 しているように思われるものが見 られた。確かにある時が くればIVの 段階へ と移行す

るのか も知れない。 しかし、ここで一時的にせ よ皿の段階で安定 しているということは どういうことを

示 しているのか、 ということを考 えてみ ようと思 う。

ii)mの 段 階で留 まるとい うこと

今回の面接調査 においては、現在 において以前抱いていた考 えとは対極的な考えが さらに発展 してい

る考 えを抱いている様子が語 られているだけで、以前抱 いていた考 えをも同時 に抱 いている様子が明確

には語 られていない内容 も見 られた。この ような状態 については様 々な見方があろうかと思われるが、

ここでは 「モラル」 という概念 を用いなが らその説明を試み ようと思う。

面接調査 において語 られた内容 を見 てみると、母親たちが以前は障害者、障害 を持つ 自分の子 ども、

母親自身に対 して否定的な感情 を持 っていた とい うものがある。 この ような考 えに 「モラル」 という内

面的な規範 に関わる一種の尺度 を用いると、以前の考 えはいわば 「反モラル的な考え」に近い もの とな

っているといえる。そのため当然のことではあるが、ある事象 をきっかけとして新たに見 えて きた対極

的な考 えは、障害者、障害 を持つ 自分の子 ども、母親 自身の存在 を尊重す るという 「モ ラル的な考 え」

に通 じる もの となっている。一般的 に 「反モ ラル的 な考 え」 は 「好 まし くない、悪い考 え」であ り、

「モラル的 な考 え」は 「好 ましい、良い考 え」 と捉 えられている。それゆえに、 皿の段階で留 まる とい

うことは、現在の 自分の心の中には、 自分 にも社会にも 「好 ましい、良い」 ものである 「モ ラル的な考

え」に近い ものがあるとい うことは感 じられているが、「好 ましくない、悪い」 ものである 「反モラル

的な考 え」 に近い もの も同時にあるということはまだ感 じられない、 もしくは感 じた くない状態だとい

える。

Cさ んに示 される過程でにおいて、Cさ んは世の中では強い者が生 き残って当然であると考 えていた

のだが、cち ゃんが仮死状態 で生 まれて きた(1)と い う事実 に直面 して、医学の力があれば弱 い子 も

生 き残れる、 と感 じ(H)そ れか らというものの 「自然淘汰 に任せて」 とい う言葉は強者の言葉である

と感 じ、Cさ ん自身 「自然淘汰」 とい う言葉は絶対 に使わなくなった(皿)と 語っている。

このようなことか ら、ある意味では今の自分の抱いている考え というものが 「モ ラル的な考 え」 に近

い ものだけであると思 うことは母親 にとっては安全 な状態で もある気 もする。 しか し、 この 「安全性」

はあ くまで も母親の 「意識」 という側面か らを眺 めた場合の話である。おそら く母親の 「意識」 とい う



296 石 川 友 香

側面か らだけで はな くさらに深 い観点から眺めてみれば、以前抱いていた考 えというのは決 して 「無」

にすることはで きない類のものであろう。た とえ自分の意識では気付いていなくて も、やは りどこか奥

深 くに存在 して しまっている ものに違いない。

皿の状態で留 まる ということは、それまで とは対極的な視点を得たもののその視点か ら現在 の自分 に

とっては好 ましい一側面を眺め続けているとい うことである。確かにそのままの状態であ り続ける可能

性はある。 しか しなが ら、今度 はもともと抱いていた好ま しくない考 えが現在 の自分の中にも依然 とし

て存在 している という視点 を得 る過程 というものが生 じて くる可能性 ももっている状態であるのではな

いか と考える。

(3)1Vの 段 階(「1が 生 じる以前 の考 えとそれ とは違 う考 えの両方 が併 存 する」段 階)に つ いて

今 まで抱いていた考えと違 った対極的な考 えを自分 自身の中に抱 くようになった後、 もう一度良 く考 え

てみるとやは り今まで抱いていた考え も自分 自身の中に存在 していることが見 えて くることがある。今回

の研究 において母親が 自分の心の中に二つの対極 的な考えが存在 している ことを語 って くれたのは、Aさ

んである。

Aさ んは障害を持つ子 どもに対 して、本人が幸せだ と感 じていれば幸せ なので はないか等 と感 じつつ も

時折以前 に抱 いていた悲しみの感情 を現在で も抱いている、 と語っている。そ して、 この ような両極的な

考えを抱いている自分 自身について 「私 には、悲観的な側面があって。それは性分であって、なんぼやっ

てて もでて くるんです よ。 この子が こんなん じゃな くて も出て くることだと思うんです よ、 レベルの差こ

そあれね」 と語 っている。

確 かに両極的な二つの考えが 自分の心の中に存在す るからとい って、二つの考 えが同時 に生 じて くるこ

とは困難なことである。おそら く同 じ対象 に対 してある時 は一方の考 えを別の時 は他方の考えを支持する

のであろう。その ような自分 に気付いたとき、内的な葛藤 ということは当然生 じて くると思われる。特に、

以前抱いていた考 えが現在の自分に とって 「反モ ラル的な考え」 に通 じる ものである場合 はこのような状

態 を認 めることはかな りの苦痛 を伴 うことと思われる。 しか しこの ような時、 どちらか一方の考 えが生 じ

る自分 を尊重 し、他方の考 えを生 じて しまう自分 を否定 してしまった りするのではな く、自分の心には両

極的な考えが存在 しているのだと思 えることが重要なのではないかと考 える。

以上の調査か ら、重症心身障害 を持つ子 どもを育てる母親が子 どもとの関わ りを通 じて、 どのように考

え方が変 わっていったのか、 ということを見て きた。 しか しなが ら、ある意味ではこれは、「母親」 に焦

点を当てた調査である とも言える。この調査で対象 となった母親 は、子 どもとの関わ りで 自らの心の中の

対極的な考 えを見出 してい くのであるが、一方で母親 のそのような 「視点の深化」を推 し進めた 「障害を

持 った子 ども」について もさらに考 える必要性があるのではないかと思 われる。

6.神話や伝承に見られる障害を持った子どもの両極性

(1)神話 や伝 承の モチ ーフが示 している ことにつ いて

面接調査を通 じて以上のような母親 の 「視点の深化 の過程」が見 られたのだが、本貢では母親の視点の

深化 を推 し進めることにもなった 「障害をもった子 ども」 を中心 に考 えてい きたい と思っている。

母親が障害を持った子 どもに対 して抱 く考え とい うのは、「弱 く、かわいそ う」、「障害児だ とす ぐに分

かる姿 していた り行動 をす るため恥ずか しい」 とい うものだけではな く、時 を経 るにつれて 「今 まで とは

違 った考 えを教えて くれたあ りがたい存在」 というものも生 じて くる と論 じられていることが多い。 この

ような両極 的な考 えが生 じて くる過程 とい うのは、調査対象 となった母親たちが偶々共通 して抱いていた

考 えであるとい うよりは、むしろ個人 という存在 を超えた奥深い意味があるような気が してならない。つ

まり障害 を持 った子 ども自身にその ような両極的なイメージが もともと備わっているのではないか、 と思

われるのである。

C.G.ユ ン グは、イメージ とい う概念 を 「個人的 イメージ」 と 「根元的イメージ」 の二つに分 けて扱 っ
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て いる。前者のイメージは、個人的な起源のもの、つま り個人的無意識の内容や個人的に制約 された意識

状態を表 している と考 えてお り、後者のイメージは、非個人的 な起源のもの、つまり集合的な意味 を持ち、

よく知 られた神 話の主題 と一致 している ような神話的性格が特徴 である、 としてい る(C.GJung訳 書

1987,448貢)。C.G.ユ ングは根元的イメージを 「元型」 と名付 けていたが、それは前述 した ような神話的

性格 を有 しているために 「少 な くともあ らゆる民族や時代 に共通」であ り、「つねに繰 り返 される一定の

心 的体験の痕跡である と同時 にその典型的 な基本形式」で もあ り、「神話の主題 としてつね に印象的に何

度 も表現 され、そうして表現 されると一定の心的体験 を呼び起 こした り、ふ さわ しい形式を与 えられた り

す る」 ものであると述べてい る。そ して 「根元的イメージは、いつ どこにで も現 れる とい う点で、同 じよ

うにいつで もどこにでもある外界の働 きかけ と対応す ることになる」 とも述べている(C.G.Jung訳 書1987

,448-449貢)。

これらのことから、ある人 に浮かんだ考 えが個人的な体験 に基づいた考 えという枠 にとどまらないので

はないか と感 じるとき、その考 えは神話のなかにすでにモチーフという形で見出される可能性が考え られ

よう。

(2)神話 や伝 承 にみ られる 「障害 を持 った子 ども」 につい て

神話の世界 においては、子 どもは童児神(つ ま り神 の子供時代の姿)と して語 られている。K.ケ レーニ

イG951)は ギ リシャ、ローマのみならずイン ド、フ ィンラン ドなどの神話や伝説な どをを通 じて、童児

神のモチーフについて論 じている。その論文の中でK.ケ レーニイは童児神の多 くが母親か ら引 き離 された

り、捨 てられた り、母親に早 くに死 なれて しまった りしてお り、「孤独」 とい う要素を有 してい るとい う

ことを指摘 している。 またC.G.ユ ング(C.GJung訳 書1999)はK.ケ レーニイの童児神に関する論に関し

て心理学的な立場か らさらに議論 をすすめて 「童児元型」 とい う概念 を想定 し、その元型的イメージの特

性 について、「捨て子であること」「無敵 さ」「両性具有性」「原始存在 にして終末存在」 という観点か ら論

じている。

このように、神話の中で語 られる童児神 には共通の要素が見出されるようであるが、 ここでは特 に牧神

パ ーンについて見てみようと思 う。K.ケレーニイは先述の論文の中で童児神の孤独について述べているが、

その中で牧神パーンは母親に捨 てられた とい う孤独 を有する童児神の一人 として紹介 されている。牧神パ

ーンは 「二本の角 を生や し
、山羊の脚 をして、お まけに長い顎髭が赤ん坊のときからついてた」(呉2000,

317貢)と いう奇怪 な姿で生 まれた為に、母親 と乳母 に逃げ去 られて しまったが、父親がオ リュンボスに

運 んでいったという。この神話から、K.ケ レーニイはそ こに 「二つの運命圏が相対立する。すなわち一方

の運命圏ではこの幼児神は見捨 てられた奇形児であ り、 もう一つの運命圏で は神 々の間にまじってゼウス

のそばに座 を占める」(K.Ker6yi訳 書1979,48貢)と い う一つのモチーフを見出 している。

牧神パー ンのように、「見捨 てられた奇形児」 と 「(童児)神 」 という相対立する運命 を担 った存在は、

日本神話、伝承の中に も見出 される。 「ヒル コ(水 蛭子、蛭子、蛭児 などと表記)」 というイザナキ ・イザ

ナ ミの間に最初 に生まれた子 ども(第 二子、 または第三子 という説 もある)で ある。「ヒル コ」が どのよ

うな状態で生 まれて きたのかは、未 だもって議論 されている ところであるが、「子の例 に入 らず」(古 事記、

上つ巻)、 「此亦児の数 に充れず」(日 本書紀、四段第一の二書)、 「已 に三歳になるまで、脚猶立たず」(日

本書紀、五段第一の一書)と 描 かれていることや、 ヒルコの表記 には 「蛭」 という文字が用いられている

ことか ら、少 なくとも身体的になんらかの障害 をもって生 まれてきた存在であろうという説がある1)。 こ

のような状態で生 まれてきたヒルコは 「この子 は葦船に入れて流 し去 りつ」(古 事記、上つ巻)、 「便ち葦

船 に載せて流 りき」(日 本書紀、四段第一の一書)、 「故、天盤橡樟船 に載せて、風の順 に放 ち棄つ」(日 本

書紀、五段第一の一書)、 「轍 ち比の船 を以 て蛭児 を載せて、流 の順 に放ち棄つ」(日 本書紀、五段第二書

の一書)と いうように船 に流 されて棄てられて しまうのである。その後の ヒルコの運命について記紀 にお

いてはそれ以上の記述はないのであるが、他の言い伝 えにおいては、ヒルコは流れ着いた先で 「えびす様」

として奉 られたという説がある(大 林 ・吉田1998、 柳 田1978)。 この説は、記紀 の時代 よ りさらに後、平

安時代 末期 に生 じた説だといわれてお り、海の彼方からやって きたとされる七福神のえびす(蛭 子、夷、
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恵比寿、恵比須などと表記)神 とヒルコが同一視 されたことによって生 じて きたのではないかと言われて

いる。 しか しここでは、 ヒルコがえびす神 として奉 られることになった詳 しい歴史的背景などについて論

じることはせずに、む しろ、少な くとも身体的に障害があった為 に海に流 されて しまった という 「見捨て

られた奇形児」であるヒルコが、その後、えびす神 とい う 「神」 として扱われるようになった、というよ

うな一つの物語を扱 って論 じていこうと思 う。

確かに、K.ケ レーニイやC.G.ユ ン グが論 じているように、多 くの童児神か らは捨 て子であることに由来

する 「孤独」、無力で絶えず危険にさらされつつ も超人的な力で解決する 「無敵 さ」、対立す るものを結合

した 「両性具有的な存在」、「原始存在 に して終末存在」 という類のモチーフが見 出される。牧神パーンや

ヒル コか らもそれらの特性が見出されるように感 じられ る。 しか しながら、牧神バー ンとヒルコは通常の

子どもの姿をしている神 とは違 って奇怪な姿を してお り、いわば 「障害を持っている」童児神なのである。

それ故に、通常の童児神 としての特性 だけではな く、さらに 「障害 を持 っている」童児神 として何か特有

の特性が見出されるのではないかと思われるのである。

「障害」 とい うものは、多 くの人々が最 も嫌い、畏れることの一つであろ う。なぜなら、障害は決 して

治らない もの、 もしくは極めて未発達 な状態のままであ るものであ り、障害 を持 っている人の姿形は醜 く

くあ まり見た くない もので もあ り、様 々な点 における大変 さは感 じた くない ものであるか らである。 しか

しなが ら、A.グ ッゲンビュールクレイグ(A.Guggenb曲1-Craig訳 書1986)は あ らゆる人において 「障害者

元型ArchetypedesIndvahden」 とい う概念 を想定 し、何 かあ るものが欠 けている とか極めて未発達である

とい う 「不完全 さ」の認識は 「反一自我肥大的で、謙虚 さを生み出す」 とい う側面を指摘 してお り、「人間

は自らの障害性のうちで 自己を実現 し、奇形の うちで完全性 を成就する」(A.GuggenbUhl-Craig訳 書1986,

30貢)と いう側面があることを論 じている。 これ らの ことか ら、 「障害 を持 っている」童児神 は、 もちろ

ん他の童児神 と同 じ特性 をもっているのだが、 さらに、何かある ものが欠けているとか極めて未発達であ

るとい う 「不完全」 な存在で もあ り、それに由来す る 「不完全であるため嫌われる存在であるが一方でそ

の中で完全性 を成就するという神聖な存在」 という両極的な特性 を有 しているのだ と考えられる。

(3)障害 を持 った子 どもの両極性 を見 出す ことについ て

これらのことか ら、母親が障害をもった子 どもを育ててい く中で、子 どもにおける弱 さ、永久に得 られ

ないことや限界、孤独、醜 さなどを感 じ続ける一方で、障害を持ちなが らも生 きている強さ、無いものが

得 られるのではないか という希望、神聖 さ、人 を和 ませ た り惹 きつける魅力、色々なことを教 えて くれる

あ りがた さな どを感 じてい く過程 とは、確かに母親の視点の深化の過程ではあるが、障害 を持つ子 どもの

本質的な両極性 を 「見出 してい く」過程で もある と考える。 さらに、障害を持 った子 どもとの関わ りの中

で母親が、 自分 自身の弱 さ、限界、永久に欠けたままの ところ、孤独、醜い考 えに直面 した り、またはそ

れ まで以上の精神的な強さ、人に対する優 しさ、謙虚 さ、特別な存在であることなどを見出 してい く過程

に関 して も、母親において心理学でい う 「投影の引 き戻 し」の機制が生 じていると考 えると、同様 のこと

が言えるのではないか と感 じている。

Zお わ りに

このような母親の視点の深化の過程はその内容は個別のもめではあるが、やはりその根底には個人を越

えた人々に共通のモチーフが存在してるようである。それゆえに私たちの心の中にもどこかに 「障害を持

った子ども」という先述したような両極的な内容を含んだ存在があるように思われるのであるが、それを

見出そうとすることは相当な困難を伴うように感 じている。 しかしながら、そのような存在を想定するこ

とだけでも重要なことなのではなかろうか。

今回の研究においては、障害をもつ子どもを育てる母親の視点の深化の過程と神話や伝承を通 じて障害

をもつ子ども自身の両極性について述べたが、今後は対極的な考えが見出されないという過程などを含め

て研究をすすめていきたいと思っている。
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<注>

1)ヒ ル コという言葉は蛭子(ま たは水蛭子、蛭児)と も日子(日 子 とは日女[ヒ ルメ:ア マテラスに対する名称]

の対語だといわれている)、 つまり太陽の子とも解釈できる言葉であるために、多 くの研究においてヒルコの

誕生は何 らかの障害をもって生まれてきた子どもであるのか、それとも太陽神話の一部であるのか、と長年に

わたって議論されているが意見は分かれたままである(大 林 ・吉田1998、 服部1976)。 その他にもこの両説を

統合した形の説 もあ り、次田(1973)は 元来ヒルコは 「日子」であったのが後年 「蛭子」 として扱われる.よう

になったと論 じているが、一方で小野G977)は それとは逆に元来は 「蛭子」であったのが後年 「日子」とし

て扱われるようになったと論 じている。本論文においてはヒルコを 「蛭子」として論 をすすめたのだが、ヒル

コという一存在に対 してこのような両極的な解釈が存在すること自体、筆者はとても意義深 く思っている。
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AStudyontheProcessof DeepeningViewpointsofMothers
BringingupHerHandicappedChild

・Throughcasestudiesofmothersb五ngingupherseverdyhandicappedchild

andmythicalmotiefofachildprodigy・

ISHIKAWA,Yuka

Itisdifficultbutimportantfbrustoperceivethatwehavetwooppositionalaspects.Inthisstudy,Itook

thosepr㏄essesas"theprocessesofdeepeningviewpoints",andIassumedittobebasedon"seeingthrough"

prosesswhichJ.Hillmandealtwith.Iinterviewedmothersbringinguph釘severelyhandicappedchildrentoreserch

o飢heirviewpointsdeepeningpr㏄esses,anddealtwiththosepr㏄essesfromtheviewpointofdepthpsychology.On

onehand,1田medmyattentiontoahandicappedchildthatdeepenedtheviewpointshismother
,andtriedtosuggest

whatkindoffactorsahandicappedchildhaveessenciaHytobebasedtheconceptsof"mythicalmotief".

Especially,ItookPan,thegodinGreekmyth,andHiruko,thegodinJapanesemythandfdklore,andIdealtwith

factorswhichthosegodswouldhave.Iassumedthosefactorsweleconnectedinthetwooppsitionalimageswhich

motherhasfbrherhandicappedchildandherself.


